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編　集　後　記
『臨床心理学部研究報告』第 5集は論文 5篇、研究ノート 1篇、報告 2篇を収めることとなった。
2013 年度にスタートする新学科、教育福祉心理学科の準備が進行するなか、大学開設時からの伝統
を担う臨床心理学科の更なる拡充に向けて、多忙な 1年間であった。新しい教員の投稿にも恵まれ、
掲載論文の専門分野の幅も広がった。査読委員のご協力により、本年度も高い水準が維持されてい
ることに感謝したい。
臨床心理学は現場での経験と応用を大きな特色としている分野である。客観的叙述と当事者とし
ての実感、自然科学的仮説検証と臨床的妥当性、そのどちらもが尊重され、探究が進められている
ことが本誌にも反映されている。引き続き、多様な分野、自由な視点からの研究成果を発信できる
場として機能するよう努力していきたい。
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